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内 容 梗 概

JEM-1038｢,交流電磁接触器｣の規定に適合し,かつ実際の最もきびしい使用条件にも適する新型交

流電磁接触器の系列が完成した｡これらほミル補機,荷役機臥 そのほか各種の苛酷な用途に十分耐え

るもので,特に籠形電動機のひんばんな寸動運転にも耐えることが確かめられている｡

本文はこの新型接触器の構造上の特長,

ある..

1.緒 言

消弧装置の詳細および各種の性能試験の結果について述べて

近年における各種電動力応用の典常な発達ほ,必然的

にそれに適用される制御装置に苛酷な運転を要 し,し

たがって各種制御器具,時に電磁接触者削こ要求される惟

能も,従来とは比較にならなぬほど高度のものとなって

きたしノ

ー･般むこ交流電動機制御装置の信頼度ほ,それに使用さ

れる交流電磁接触器の性能に左右されることが多い｡[l

立製作所でほさきに,多年の試作研究の 果,枠坂付型

交流電磁接触器を開発L･て(1)顧客の御好評を得たが,

何さらにこれを改良,発展せしめた新型 磁接触器を

今

L土′

ノじ

成し,現在第l表に示す各種容量のものが生産に移さ

れ,一一般交流制御装置に全面的に使用されている｡ここ

に木器の詳細と各種性能試験の結果を述べて大力の御批

判を仰ぐ次第であるr〕

2.構 造

2.1フレーム取付型とパネル月交付型

さきに発表せられたのほフレーム取付構造のものであ

ったが(1),今回の新型ほフレーム振付型およびパネル収

付型の二種類を開発し,用途に応じて製作し.ている｡す

なわち,前者は接触器盤としての重量の軽減,保守点検

の簡易などの利点があり.後者は接触器盤とL′ての体裁

第1図 ■WF型3S式200A交流電磁接触器

(フレーム取付型)

の実鮎という長所をもっている｡この両者はごく少数の

部品の交換のみで互に他に組 え可能の構造となってい

る｡′舞l図ほフレーム取付型(′wF型),第2図ほパネル

取付型(WP埜望_)接触器の外観を示し,策3図はフレー

ム取付塾側御魔の一例,舞4図ほパネル取付型制御盤の

･一例を示すし.

第1表 交 流 電 磁 接 触 器 定 格 表

*
日立製作所日立工場
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第2図 WP型3S式400A交流電磁接触器

(パネル取付型)

一節3図 フレーム駁付塑交流制御盤

フレーム取付型は弟1囲および弟3図のように,フェ

ノール絶縁を施した絶縁固定フレームヒに主接触部(3

極またに2極),電磁石,軸受,可動軸などの構成跳分全

体を組立て,その固定フレームの両端で2木のボルトの

みによって鉄枠などに耽り付ける柄造である〔これに反

してパネル取付塾は弟2図および第4図のように,上

記の各部品を1枚の絶縁盤(フェノールレジン盤,大理

石盤,アスベストエポニー盤など)の上に組立てる構造

である｡なお両型とも主接触部を向って左側に,操作電

磁石および補助接触部を向って右側に配置して主回路お

よび操作回路の配線を容易すにるとともに保守点検上の

優をも図っている｡

2.2 操作電磁石

操作電磁石ほ,従来より一般に使用せられてきた二脚

型に代って三脚型を採用し,電磁石の小型化,有効牽引

力の増大および電磁石寿命の永緑化を図った｡電磁石の

設計にあたってほ,まず主阿路接触子に定格電流を通じ

たときの温度上昇限度(JEM-1029)および接触子の閉

路容量(JEM-1038)より接触圧力を決定し,この接触

圧力(3極分)および復帰力に打ち膵つだけの牽引力を

有せしめ,なお電磁石開合時の衝撃を極力軽減するため

第4図 パネル取付型交流制御盤

第5図 補助接触部(常時開接点4個,

常時閉接点4個)

にその余剰牽引力をできるだけ少なくする必要がある｡

一方操作回路電圧がその定格値の85%に降下したときで

も閉合動作に支障なきように設計せねばならない｡さき

に開発せられ,多年の実績を有する三脚電磁石に,以上

の観点からさらに十分の検討をくわえた.｡

なお可動鉄心が前後左右に若干回勤しうるフルフロー

チング機構を採用しているので,固定および可動鉄心相

互ニの磁極面が完全に密着し,長期使用に際Lても騒音を

発生しないようになっている｡また磁極面に装着される

シェーディングコイルについても理論的および実験的の

考察をくわえて,最適の形状および抵抗値のものを使用

している｡

磁石コイルほPVF線にサーモセットワニス(W-

2800)を真空注入して完全防湿処理を施し,また層聞短

絡,断線などの故障はいかなるひんばんな開閉を行って
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第6図 フレーム取付型接触器の主接触部

の構造(600A以下)

も絶無になるよう,その絶縁方法に最新の技術を適用し

ている｡

2.3 補助接触部(2)

弟5図に示すように二 切り接点機構で,最大常時開

接点(a接点)4個,常時閉接点(b接点)4個計8個

を取り付けることができる｡定格は交流600VlOA,接

点には銀を使用するとともに,接触時の接点角度を適当

ならしめて接触不良をなくし きわめて長寿命である｡

二重切りのため可焼リード線の切断などの 故がなく

板性が大きい⊥省接点間バリヤとして耐孤および耐熱性

にすぐれるメラミン樹脂を用いている･

2.4 軸 受

軸受にほすべてニッカロイ(含涌合金)を使用して注油

の労を少なくした｡また寿命試験の結果は摩 もほとん

ど生ぜず,良好な動作状態を保持することが確認された｡

2.5 主接触部

弟る図に示すように,主l川路電流ほ!二音lミ端子,吹消線
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輪,固定接触子台,匝l定接触子,可動接触子,可扶リード

線,下郡端子の順に通流する｡主接触子とアーク接触子

の両者を備えたいわゆる二段切機構ほ器具全体の幅に比

して通 容量が大きいという利点ほあるが,構造的に復

雑となり,機械的寿命が短縮される欠点があるので,開閉

ひんばんの非常に少ない用途に用いられる1,000A型の

みにこれを採用し,600A型以下はすべて弟る図のよう

な一段切構造になっている=電弧隔壁の着脱および接触

子の点検交換はきわめて容易に行える(3)(第l図参照)｡

2.d 接 触 子

一般に閉路時に可動接触子が固定接触子に衝突したと

き,および電磁石が開合した瞬間に働く衝撃力のために

可動接触子が反ばつし,過渡的な接点の開閉すなわち躍

動が起るL_-籠形誘導電動機の直入起動に多く使用される

磁接触器ではこの躍動により定格電流の数倍を開閉す

ることになり,接点の消耗を増加せしめ,あるいは接点

の溶 の原因となる｡したがって接触子の躍動を極力少

なくLなければならないが,この間題に関してほすでに

されたとおり(41押諭的および実験的研究を行い,

その得られた結果により,躍動の最も少ないフィンガー

型~叶軌接触子を全面的に採用している｢〕弟7図に躍動の

オシログラムの一例を示す｡

なお弟る図に示すように,可動招弧角を可動接触子に

直接取り付けず,■可動接触子台に取り付けたのほ,可動

接触子日身の慣性モーメソトを極力小さくして躍動を防

止するためである｡

3.消 弧 装 置

弧隔壁の構造は,左右両側壁より内側に同って多数

の1月郡バリヤをくし形に交~如こ突Ⅲせしめ,曲柵隙を形

成する構造であって(舞ト4図),電孤柱部分が主として

この曲帥隙によってその長さを引き伸ばされ,かつ広大

な冷却壁による消イオン作用が促進される(5)｡

--エ方電弧足は弟8図のように,吹消線輪を通る主凹路

流の作る吹消磁界の作用を受けて固

第7図 接触子の躍動オシログラム(操作電磁石

側からT.S且相とする)

定,可動両接触子上からおのおの囲違お

よび可動招弧角守へ移動する｡さらに固

定側電孤足は固定招孤角帯面に達してそ

のポケット部で抵抗を受けるとともに強

力に冷却され,また可動側電弧足ほコの

字状をなす可動招弧角上を,その表面お

よび背面に糾うて開の矢印のように移動

Lてきわめて急 に電弧の長さを引き伸

ほL･,消弧が促進される(6〕｡なお可動招

弧角の構造ほ,ワイビングバネを電弧よ

り完全に保護している｡

後述の遮断試験紙果によれば.電弧時
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第8図 招弧角の構造および電弧駆動状況説明図

第2表 各位接触器の動作試験結果

断電流の広範囲にわたってl～以下であって,上

述の電弧柱および電孤足部分に加えられる強力な消孤作

用が,強力な吹消磁界とともに有効に働いていることを

示している｡

4.試 験 結 果

新型交流接触器の性能の要点ほ弟】表に示されている

が,これはJEM-1038に準拠して施行した試験によっ

て確認されたものであるL〕次にこの試験の各項目につい

て述べる｡ノ

4.1動作試験

動作試験の 果を第2表にホすり

弟2表中,始動 圧は操作回路電圧が低下した場合で

も確実に動作しうる電圧の最低値で,JEMでは定格電

圧の85%以下(ただし開閉ひんばん度2号以上ほ90%)

と規定されている.｡この電圧をあまり低くすると定格電

圧時の電磁石の閉路衝撃が大きくなり,その機械的寿命

が短縮されるので好ましくない｡釈放電圧は操作回路電

托を徐々に下げて閉路するときの 圧である｡

始動時には電磁ポ可動鉄心が開いており,励磁コイル

のリアクタ∵/スが非常に小さいので,起動電流(定格電

圧印加のときの 流)ほ保持電流(聞合時の 流)に比

して10倍程度の大きさとなる｡電磁石コイルほこの起動

電流のくり返Lにも十分耐えるようになっている｡

4.2 温度上昇試験

制御器具の温度上昇限度はJEM-

注:定格電圧200V50～における試験結果である｡

油入
断路患速射l暴 変正岩

路

操作電源

■ヽ●-､

1029に規定されている._､

王国路に定格電流を通じ,操作何

路にほ定格電圧の110%を印加して

験した結果ほJEMの限度をいず

れもかなF)F回る値を得たが,詳細

の数 は繁をさけて省略する｡

なお100Aおよび200A型ほ防爆

電磁開閉器として耐圧防爆ケースに

収納して使用される場合も多いが､

この場合の温度上昇試験結果も

JEMの限度に刻して十分余裕のあ

る値を得ている｡

4.3 遮断

弟9図の によって三相

断試験を打った｡回路電圧600V,力

率約30%での 果ほ弟 l表に示すよ

うに,400A以下の容量のものは定

格電流の10倍以上(A級),600A以

_1二の容量のものは5倍以上(B級)
の電流を 断することができた｡な

お同じ倍数の電流をCO-15秒【CO一
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第10図 200A塑接触器の遮断特性

第11図 600V2,000A pf･30%の遮断状況

(供試晶はWF-3S200A接触器)

15秒一CO-15秒-CO-15秒一COの標 動作責務で 断して

異常なきことが確認された｡弟10図には一例として200A

接触器の

の

断特性を第11図には600V2,000Apf･30%

断状況を,弟12図にはそのオシログラムの一例を示

す｡電弧の隔壁の外へ逸出する程度は大電流 断のとき

でも数センチメートル以下できわめてわずかである･｡

▲4 閉路容

弟9図の回路で,定格電圧600Vにおいて定格電流の

10倍(400A以下の接触器),または5倍(600A以下の

接触器)を約2秒間隔で100阿閉路して支障なきことが

確認された｡この試験は接触子の躍動による溶着の有無

を調べるためのもので,接触子の許容消耗厚みの弘を減
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第12図
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600V2,000A(pf.30%)遮断オシロ

(供試品はWF-3S200A接触器)

第14図 200A接触器の電気的寿命試験結果

じて行ったが,接触子の新しい状態においても確認され

ている｡

4.5 ■電気的寿命試験

主として接触子の寿命を判定するための試験である0

弟13図の回路によって,各種容量の接触器について電

気的寿命試鮫を行った｡すなわち弟】表に示す条件の電

流を投入(力率20%)および 断(力率50%)して,600

A以下の接触掛ま電気的寿命50万回以上(1号1瞳)･

1,000A接触器ほ25万両以上(2号2種)の結果を得た0

弟14図にほ一例として200A接触

の経過を示す｡

この接触子の

ことおよひご前

る｡

霞/毘低減用
†妾触芸

須13図 電気的寿命試験回路

の電気的寿命試験

命の長いのは接触子の躍動がわずかな

の消弧作用が有効に働くためと考えられ

なお電弧隔壁の損傷程度はほとんど問題

とならないほどわずかであった｡

んる 横械的寿命試験

接触器の機械的耐久性を判定するための

開閉動作試験である｡2秒に1回すなわち

毎時1,800恒lのひん で施行し,現在では

ほとんどの器種が完了しており,弟1表に

示すように600A以~Fの接触器は500万回

以上(1種),1,000A接触綜ほ250万回以

上(2種)の寿命が保証できることがわか
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第15囲 制御器寿命試験室の内部

っているこ この性能は操作電磁石の機械的衝撃が著Lく

軽減されたことおよび接触部分の合理的な構造によるも

のである｡

弟15図ほ制御器寿命試験室の内部で,ここで接触器

をほじめ各種制御機器の電気的および機械的寿命試験が

行われており,製品の抜取り試験とともにこれらの性能

向上に不断の努力を払っている._､!
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5.結

第40巻 第2号

口

新型交流電磁接触器は,さきに開発された枠取付型を

さらに改良,発展せしめた盤および枠両用型であるとと

もに,消弧装置の特殊構成によって 断容量が大きいこ

と,操作交流電磁石の堅ろう性によってその機械的寿命

が非常に長いこと,接触子の長寿命を保証する構造であ

ることなどの特色を有している｡本熟ま開発以来,各種

容量を合せてすでに三万台にならんとする製作実績を有

し,各種制御装置に適用せられて良好な運転成蘇を示し

ている｡

木器完成には,その長期間を必要とする各種寿命試験

の性質上,多年の歳月と努力とをついやしたが,ここに

本稿を結ぶに際し,終始御指導御鞭撞を与えられた日立

製作所日立工場藤久保工場長,稲木部長,泉副部長に,

また長期間にわたる試作と性能試験に御尽力をいただい

た制御器製作課および山手検査課の各位に深甚の謝意を

表する次第である｡
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登録年月日

(第78頁へ続く)




